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は じ め に

文部省 の 「職業教育活性化方策 に関す る調査研究会議」 の最終報告 が、 「スペ シ ャ リス トへ

の道」 と題 して平成7年3月 にまとめ られた。 この中で、従来の 「職業高校 」 の名称 を 「専 門

高校」 に改 める ことが提案 され、専門高校を将来 のスペ シャ リス トを育て るた めの第一段 階 の

教育を行 うもの として位置付 け、 そのために必要 とされる専門性の基礎 ・基 本 に一層重点 を置

いて教育 す るこ とを求 めて いる。

専門高校 の教育 の充実 のためには、専門高校 に入学す る生徒 に、「将来 の スペ シ ャ リス ト」

と しての 自覚 の もとに、明確 な目的意識を もたせ ることがまず必要で ある。そ のたあには、 専

門高校で行 って い る教育 の魅力を広 く社会 に知 らせ 、理解 を求 める ことが大切 である。

次 に、専門高校 の生徒 が身 に付 けなければな らない資質 とは何かを明確 にす る必要 があ る。

21世 紀 の社会 に生 きる 「将来 のスペ シャリス ト」 が必要 な資質 と して、科学技術 の進歩 に貢献

す る能力 とともに、それに伴 って生 じて いる地球環境 問題 の解決 に向 けて主体的 に行動す る態

度を身 に付 ける ことが重要 であ る。

そ こで、本部会 の研究 では、「専 門高校 の教育 に対す る理解 の促進 」 と 「環 境教 育 の視 点 に

立 った指導法 の工夫」 をテーマ として研究を進 め ることに した。

○専門高校 の教育 に対 す る理解 の促進

専門高校 で は、専 門教育 への期待 を こめて入学す る生徒 がい る反面 、明確 な目的意識 を もた

ずに入学 す る生徒 も少 な くな い。専門高校 に入学す る生徒 が、専門高校 の教育 に対 す る十 分 な

理解 の もとに学 習で きるよ うに、入学段階 で目的意識 を高 める ことは重要 な課題 であ る。

本研究 は、専門高校1年 生 を対象 に、入学の際の 目的意識 などにっ いて の調査 を行 い、専 門

高校 の教育 が中学生 に どのよ うに理解 されて いるか、また、入学 して きた生徒 が専門高校 の教

育 に求 めてい るもの は何 かを明 らかに した。 また、専 門高校 の教育 内容 を広 く知 らせ、理 解 し

て もらうために は、生徒 の学 習の姿 を直接見て もらうことが重要 であ るとの認識 に立 ち、学 校

を離 れて地域社 会な どで実践 してい る授業 の事例を取 り上 げ、その効果 にっ いて探 った。

○環境教育 の視点 に立 った指導法 の工夫

科学技術 の進展 や経済社 会の発展 は、便利で物質的 に豊 かな生活 を もた らした。 しか し、 こ

れ と同時に地球 的規模 の環 境問題 が クmズ ア ップされて きてい る。

21世 紀 に生 きる職 業人 は、環境 問題 の解決 や環境保全 にっいての責任 を担 って いける資質 を

もっ ことが必 要で あるとの認識 に立 ち、専門高校の教育を環境教育 の視点 に立 って見直 し、 改

善 を図 ることが重要で あると考 えた。

本研究で は、専門高校で学ぶ生徒 が、どのよ うな環境観 を もって いるかの実 態調 査を行 い、

それ に基づ いて、環境教育を推進 す るための指針を明 らか に した。 また、便利 で快 適 な暮 ら し

は、環 境への影響 を少 なか らず及ぼ してい ることに気付かせ、 これ らにっいての正 しい知識 を

身 に付 けさせ ることや、一人一人が環境 を守 り育て る主体者 であ ることを 自覚 し、進ん で行 動

しよ うとす る態度を育て ることな どに視点 を置 いて事例研究を行 った。
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1専 門高校の教育に対する理解の促進

1研 究主 旨

専 門高校 で は、 自己の進路の実現 に向 けて専門教育 への期待 を こあて入学す る生 徒が い る反

面 、明確 な 目的意識 を もたず に入学す る生 徒 も少な くない。専門高校 で は、従来 か ら、一 日体

験入学 、学校説 明会、学校見学会、産業教 育 フェステ ィバルなどを行 い、入学 して くる生徒 に

目的意識 を もたせ る努力を行 って きたが、成 果 は必 ず しも十分 とは言 えない。

そ こで、本研 究で は、専門高校入学者 の現状 と課題 を探 るとともに、専門高校 の教育 に対 す

る十分 な理解 の もとに、生 徒が 目的意識 を もって学習 で きるよ うにす るための方策 を探 る こと

を ね らい と した。

2調 査研究

(11調 査 の目的

本調査 は、都立 の農 業高 校及 び工業高校1年 生 を対象 に、専門高校へ の進学 の際の進 路 意

識 や、入学前後 にお ける専 門高校 の教育 に対す る認識 の変化 などの調査 を行 い、 これを通 し

て、専門高校 の教育 が中学生 に どのよ うに理解 されて いるか、 また、入学 して きた生徒 が専

門高校 の教育 に求 めてい るもの は何 かを明確 にす ることをね らいと した。

② 研究の 内容 と方 法

ア.調 査対象

都立農業高校1学 年生徒3校418人 、都立工業高校1学 年生徒6校453人

イ.調 査内容

・専門高校へp進 学 の際 の進路意識

・入学前後 におけ る専門高校 の教育 に対す る認識 の変化

ウ.調 査の時期

平成7年6月 ～7月

工.調 査方法

質問紙法 による調査。各質問項 目は選択肢 よ り回答 させた。

(3)調 査結果 と考察

ア.入 学 の際の影 響媒 体(複 数回答可)

表1-1本 校を どのよ うに して知 ったか(%)

体 験入 学 学 校説明会 学 校
見 学

学 校案 内 中学の進
路説明会

高 校 の
文化祭等

進 路
情報誌

農業高校 16 11 20 25 17 ii 34

工業高校 13 13 15 30 21 3 28

全 体 15 12 is 28 19 7 31

〈考察〉 進路選択 の際に、進学情報誌 や学校案内か ら情報を得て いる者が多 い。専 門 高

校 の教育 内容 にっいての理解 を求 ある際 には、 こ うした情報媒体を有効 に活用 してい くこ
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とが必要 と考 え る。

一方 、体験入学 、学校説明会、学校見学 な どによ り、高校を直接訪問 して情報 を収 集 し

て いる者 は比較 的少 ない。進路を検 討す る際 には、活字 の情報だ けで な く、 自分 の 目で確

か めた上 で決定す ることが望 まれ る。 こう した中で農業高校で は11%の 生 徒 が入学前 に高

校 の文化祭等 を見学 し、進路選択 の参考 に している。農業高校の文化祭 で は草花 や野菜、

動物 などに関す る発表を行 って いるが、 これ らは中学生の進 路選択 に当た って、何 らか の

影響 を与 え ている ものと考え られ る。

イ.高 校選 択 の際 に影響を受 けた人

表1-2本 校 を希望 した ときだれ の影響 を受 けたか(%)

中学校
の先生 親 兄弟 先輩 塾 の先生 その他 誰 の影響 も

受 けて いない

農業高校 17 13 6 7 i 9 40

工業高校 22 6 5 7 1 io 45

〈考察〉 高校選択 の際に、誰 の影響 も受 けていな い(自 分 で決 めた)と す る生徒 が約4

割 で一番 多い。次 に、中学校 の教師か らの影響 を受 けている生徒 が多 い。

ウ.志 望校 を選択 した理 由

表1-3本 校 を希望 した理 由(一 人2つ 迄回答可)(%)

大学

推薦

技術

習得

就職

有利

資格

取得

学校
の

評判

学習
内容
興味

普通
教科
苦手

知 り
合 い
いる

友人
が

行 く

地理
的に
便利

科 の

名称

その

他

農業高校 5 47 27 9 12 28 17 4 8 4 2 15

工業高校 3 45 35 35 4 8 14 5 8 s6 2 16

全 体 4 46 31 23 8 is is 4 7 5 z f5

〈考察〉 農業 高校 、工業高校 ともに、「技術習得 のため」や 「就職 に有 利」 と回 答 した

者 が多 い。

また、工業高校 と、農業高校 とを比較す ると、工業高校 では、 「資格 取 得」 を 目的 と し

て入学 す る者 が多 い。工業高校 は職業資格 が就職 に生 かされやす いが、農業高校 は将 来 の

進路 に役立っ職業資格 の数 が工業高校 に比べて少 ない ことが原因 と考え られ る。

一方
、農業高校 では、工業高校 と比べ、「学習内容 に興 味が あ る」 か ら選択 した とい う

者が多 い。農業高校 における学習 が、 自然 や生 き物 など日常生活 の中 でイ メー ジ しやす い

もので ある ことがその一因 と考え られ る。

エ.入 学前後 におけ る専門高校 に対す る認識 の変化

入学前後 におけ る専門高校 の教育 に対す る認識 は図1-1の とお りで ある。

〈考察〉 「自分 の学科 の学習内容 について」、「実習が小人数で学習で きる」及 び 「大学

へ の推薦入学制度が ある こと」な どは入学前 には知 らなか ったとい う生徒が多 い
。

学科 の学習 内容 や学習形態 にっ いて は、入学前 にあ らか じめ十分 に理解 して もらうこ と

が必要 である。 また、工業高校 で は、 自分 の学科 の学習内容を知 らな いとい う生徒 が、 入
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農業高校

自分の学科の学習内容を知っている

尋門教科の時間が多いと知っている

専門教科の内容は難しいと思っている

専門分野に興味がある

実習に興味がある

実習は少人数ててさることを知っている

芋科の子習内容か進路に役立っ

職業資格がとれると思っ

大学に推薦入学があることを知っている

入学前
農業高校

入学後

1匙 い 憩いいz', 廟薩 い 漏いいえ1
°ro

工業高校

自芳の学科の学習内容を知っている

専「『教科の時聞か多いと知っている

専門教科の内容は難しいと思っている

専門分野に興味がある

実習に興味がある

実習は少醍数てで きることを知っている

学科の学習内容が進路に役立っ

職業資格がとれると思う

大掌に推薦入学があることを知っている

入学前

盧延 篁 ミいいえ1

職
入学後

魎はい 爵両
%

自分の学科の学習内容を知っている

専門教科の時間が多いと知っている

専門教科の内容は難しいと思っている

専門分野に興味がある

実習に興味がある

実習は少入数ててさることを知っている

字科¢グ≠習内容か遡 各に役立つ

職業資格がとれると思う

大学に推薦入学があることを知っている

全体
入学前

全体
入学後

細晦[蕊 舐 ・え一[廊 漏いい乏1
%

図1-1入 学前 にお ける専門高校 の教育 に対す る認識 の変化

学後 も依然 として4分 の1近 くいるが、各学科 の学 習内容 を紹介 す るガイ ダ ンス機能 を充

実 させ るこ とが必要で ある。

大学 の推薦入学制度 にっ いて は、入学後 もまだ知 らない生徒 が約4割 い る。大学等 の入

学者選抜制 度 につ いて は、専門高校卒業者 に対 す る推薦枠 の拡大 や特別選抜制度 の導入 が

図 られ るな ど、門戸が広が りっっあ るが、 これ らにっいて は、十分 な情報 を提供 し、将 来

の進路 に対 す る目標を もたせ ることが必要 であ る。

次 に、「専門分野」 や 「実習」 に興味が ある生徒や、「学習 内容 が進路 に役立 っ」 と感 じ

てい る生徒 は、入学 前 には7割 弱であ るが、入学後 には8割 強 に増加 して お り、学 習 に対

す る興 味 ・関心 や意 欲が高 まってい ることを示 している。

オ.中 学校3年 時の希望進路

農 業高校 を第1志 望 で入学 した生徒 は226人(52.3%)で あ り、 工 業高校 を第1志 望 で

入学 した生徒 は286人(62.9%)で ある。4～5割 の生徒 は中学3年 の時 点 で普通 科 な ど

の他学科 を志望 していた ことになる。 これ らの生徒 は何 らかの不本意感 を抱 いて入学 して

きて いる と考 え られる。
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ここで、現 在 の学科 を第一 志望 で入 学 した者 を 『第一志 望群 』、 第一 志望 以 外 の者 を

『不本意志望 群」 と し、比較検討す ることにす る。

農業高校生徒

azoaowmiau

■①普通科 ②農業科熱③工業科 ④商業禾斗■⑤その他

工業融生徒 一 灘 灘 懸 §1
02010tU&1100

■ ①普通科 ②農業科§ ③工業科 ④商業科■ ⑤その他

図1-2中 学校3年 時の希望進路

カ.『 第一志望群 』 と 『不本意志望群』 との志望校の選択理 由の比較

『第一志望群』 と 『不本意志望群』 にっ いて、それぞれ志望校 の選択理 由(ウ の調査)を

調 べ比較検討 した。

大学への推薦入学ができるv

技術が身につく。

就職に有利である。

資格が取得できる。

学校の評判、雰囲気がよい。

学習内容に興味を持った。

普通教科の勉強が苦手である。

知り合いがいる.

友人が行くかち、

地理的に便利である.

科の名称が気に入った、

その他。

3.1
澗3.9

駄o
瓢
蹴
曜

㎜第一志望群 疑不本意志望群

図1-3本 校 を希望 した理由

5U.0

0

〈考察〉 『第一志望群』 は 「不本意志望群』 と比べて、「技術 が身 に付 く」、 「就 職 に有

利 」、「資格取 得 のため」、「学 習内容 に興味 がある」な どの積極的 な動機 で志望 した者 が多

い。一 方、「普通教科 が苦手」、「友人が行 くか ら」 などの消極 的 ま た は主体 的 で な い動 機

で入学 した者 は 『不本意志 望群 』の方 が多 く、 目的意識の違 いが うかがえ る。

キ.『 第一志望群』 と 『不本意志望群』 との学 習への興味 の比較

『第一志望群』 と 『不本意志望群』にっいて、それぞ れ、入学前 後 にお ける専門分野 の学

習へ の興味(エ の調査)に っ いてを調 べ比較検討 した。

第一志望群 不本意志望群

入学後

入学前

入学後

:郵

㎜興味あり駕興味なし 離興味あり驚興味なし

図1-4専 門高校 の学習 に対す る興 味
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〈考察〉 入学 前に は、『第1志 望群』 は 『不本意志望群』 よ り、専 門 分野 の学 習 に興 味

を示 して い る者 が多い。 しか し、『不本意志望群 』 は入学後 に、 学 習 に興 味 が あ る とい う

者が増加 して いる。不 本意 感を抱 いて入学 した生徒 も専門高校 の学習 に適応 して いる こと

を示す ものであ る。

ウ.専 門高校入学前 の学習 内容 についての理解

体験入学 、学校説 明会、学校見学 な どは、中学生 に対 し専門高校 の教育内容 を直接 理 解

して もらう機 会で もあ る。

入学の際 の影響媒体(ア の調査)と して、体験入学、学校 説明会、学 校見学 の うち いず

れかを回答 した者 は217人 であ る。 この うち、入学前 に 「自分 の学 科 の学 習 内容 を知 って

いる」(エ の調査)と 回答 した者 は98人(45%)で あ った。 入学 前 に学 習 内容 を知 って い

た者 は全体 の28%で あるので、体験入学等の効果がみ られ る。 しか し、体 験入学等 を通 し

て も半 数以上 の生徒 が専門高校 の学習内容を十分 に理解 していな いとの見方 もで きる。

この ため、今後 は、体験入学等を一層拡充 させ るとともに、学科 の学 習内容を分か りや

す く中学生 に伝えて い く新 しい方策を検討す ることが課題 であ る。また、中学校 との連 携

を一層 深め、中学校の教師 に対 して も、専 門高校 の教育 内容 の正 しい理解 を求 めて い く必

要 があ る。

(4>ま とめ

中学生 が専 門高校 を知 るきっか けは、進学情報誌 、学校案 内などの活字 によ る情報 の場 合

が多 い。一方 、体験 入学、学校説 明会、学校見学 な どによ り専門高校 を知 る生徒 は比較 的 少

ない。高校 を直接訪 問 し、 自分の 目で見 て体験す る機会 を もって もらうことが必要 であ る。

また、専 門高校 か らの大学等 への進学 に関す る進路情報 や、専門高校 が行 ってい る班 別 の

少人数指導 な どにっ いて十 分 に理解 されていない。 これ らの情報 にっ いて各種情報媒体 や学

校説明会等 の機 会を利 用 して理解 を求 あてい くことが大切で ある。

入学前 にその学科 を第一希望 と していなか った生徒 は4～5割 あ り、 この 中には、入学 の

志望 の動機 が消極 的であ った り主体 的でなか った りす る者 もいる。 これ らの生徒 の中に は、

入学後 に専門分野 への興 味を見 いだ してい る者 もいるが、不本意感を抱 いて入学 してい る生

徒が多 い現状 を考 え ると、 目的意識 を もって専門高校での学 習が行え るよ うに指導内容 ・方

法の一層 の改善充実 が求 め られる。

3事 例研究

(1)事 例研究の 目的

調 査研究 では、入学前 に専門高校 における教育内容が十分 に理 解 されて いない ことが問題

点 と して上 げ られ た。中学生 は、進学情報誌や学校案内な どの情報媒体 や、体験入学等 の学

校訪 問を通 して高校 の情報 を収集 して いることか ら、 これ らの一層 の充実 が重要 であるが、

さらに、広 く専 門高校 の教育内容を理解 して もらうために は、生徒 が学 習 して いる姿 を直接

見 て もらうことが重要で ある。

事例研 究 に当た って は、生徒が学校を離 れて地域社会等 で学 習を行 ってい る事例を特 に取

り上 げ、その効 果 につ いて検証 した。
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② 事例

ア.「 ポケ コン教室」

A工 業高校 で は、授業 で ポケコンを活用 して いる。新 しい学 習指導 要領で は、工業 の各

科で共通 に履修す る科 目と して、「情報 技術基礎」 が導入 されて い るが、 情報 化 の進展 に

合わせ た工業教育 を行 うたあ には、小型 で手軽、 そ して応用性 があ るポケコ ンは大変有 効

な教材 である。A工 業高校で は、 ポケ コンを活用 して 、1学 年で は四則演算 の方法 や関数

の使用法 などの基本操作 にっ いて学習 し、2学 年 では実験 ・実習の数値処理 を行 っている。

さ らに3学 年 で は、情報技術 に関す る学 習の中で幅広 く活用 して いる。

こう した中で、3学 年 の 「課題研究」の テーマ学習 や1、2学 年 のクラブ活動にお いて、

ポケ コ ンの使 用法を小 ・中学生 に分か りやす く教 え る 「ポケ コン教室」 を今年度 よ り開 催

して いる。教材づ くりは生徒 が主体 となって行 ってお り、実施 に当た り、説 明用 にポケ コ

ンの大型模型を制作 した り、小学生 の算数問題を プログラムにす る方法 を検討 した りして

準備 した。 また、 ポケコ ンを活用 した作品 と して、「ポケ コンカー」 を製作 し紹介 した。

実施 に携 わ った生徒か らは、「自分が使 うことはで きて も、 他 人 に教 え るの は難 しい こ

とが分か った。」 、「便利 な機能が色々あ るがそれを説明す ることが難 しか った。」 、「小学

生 に説明す るので分 か りやす くす るために勉 強 した。」 な どの意 見 が 出 され た。 自 らが学

んで得 た ことを教 え ることの難 しさを体験 し、 さらに教 える ことによ り学ん だ ことを定着

させ る ことがで きた ことは大 きな成果であ った。

また、「ポケ コン教室」 に参加 した小学生 や保護者か らは、「熱心 に説明 して くれた ので

電卓 とコ ンピュータとで は、で きることが違 うことが分 か った。」、「工業高校 という と機

械 で何か物 を作 る学校 だ と思 っていたが、 コ ンピュー タを使 うこ とは知 らなか った。」 な

ど、工業高校 の教 育内容 にっいて再認識す るような感想 があ った。工業高校 で は、電卓 を

は じめ、 ポケ コ ン、 コ ンピュー タなどの教育機器を活用 した学習をかな り早い時期か ら行 っ

ていたが、 これ らの学 習の成果 を広 く公開す ることで、生徒 の学習意欲 も高 まり、 また、

工業 高校 の魅力 にっ いて理解 を求 める機会 となることが本事例 を通 して確認 で きた。

イ.ミ ニ動物 園

B農 業高校 で は、二十数種300匹 以上 の小動物 を飼育 してい るが 、 これ らの小動 物 を連

れて近隣 の小学校、児童館、幼稚 園、保育園等 を年 に10回 程度訪 問 して いる。 これを 「ミ

ニ動物園」 と呼 び、今年度か らは3学 年 の 「課題研究」で も取 り入れて実施 してい る。

小学校1、2学 年 の 「生活科」で は、動物 の飼育 ・観察 につ いての学習 が盛 り込 まれ て

いるが 、農業高校 の 「ミニ動物園」を授業 の中に取 り入れて いる学校 も多い。小学校では、

長期休業 中の動物 の飼育管理 や飼育小屋の規模 な どの問題 か ら、少 ししか動物 を飼育 で き

ない学校 が多 い。そのため、 日頃学校で は見 られない様 々な小動物 を観察 し、生 命の尊 さ

な どにっいて学 習で きるとい う点 で、「ミニ動物園」への期待が大 きい。

「ミニ動物 園」の 目的 は、生徒 が 日頃学習 したことを発表 す ることを通 して、知識 の定

着 を図 り表現 力を養 うことにあ る。また、幼児 ・児童等 に直接動物 に触 れて もらい、 これ

を通 して動物、特 に家畜への興味 ・関心を高 めて もらうことや、保護者 や教 師 に農業 高校

の教育内容 を理解 して もらうことも目的 の一っで ある。
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実施 に当た って は、生徒 が作成 した実施 日と内容を示 した ポス ターを近 隣の学校、幼 稚

園等 に配布 し、希望 の学校等 を募集 している。

「ミニ動物 園」 では、教 師の引率 の もとに生徒4～5人 が参加 し、連 れて きた小動物 を

校 庭の一角 に並 べて、動物 の生態、飼育方法、扱 い方 な どを担 当の生徒 が グループ ごとに

説 明す る。 小学生 の素朴 な疑問や質問 に対 して、生徒 は熱心 に答 えてい る様子 が うか が え

る。

参加 した生徒 は、 自分 の担 当 して いる動物 の ことを もっと知 って もらうために、積 極 的

に調 べ た り、一層念入 りに管理 ・観察す るな ど、以前 よ り主体的 に学習す るよ うになった。

実施 後の生徒の感想 には、「小学生 にや さ しい言 葉で説 明す るの に苦 労 した。」 、 「日頃

気付 か なか った疑問 にはっとさせ られた。」、「今度 は もっと勉強 して、 自信 を もって答 え

られ るように したい。」 、「課題 研究のテーマの ヒン トを見っ けた。」 な どが あ り、学 習 意

欲 を高 め、主体的 な学習活動 を推進 す る契機 とな って いる。 また、保育園等 を訪 問 した際

に、「保母 さんは大変 だ と思 ったが、改 めて保母 さんにな るたあに頑張 ろ うと思 った。」 な

ど と、 これを契機 に自己の進路 への 自覚 が深 ま ったとい う生徒 もいた。

ウ。都民広場 の花壇 作 り

都 内には6校 の農業高校 があ り、そのすべ てが園芸系 ・環境 系学科 を設置 して いる。各

校で は、「総 合実習」、「草花」 などの授業 の一環 として、都 庁前都 民広 場 の花 壇 の花 の植

え付 けを行 ってい る。今年度 か らは全校 が参加 し、4月 と10月 の年2回 実施 して いる。

都民広場 の花壇作 りは、 日頃、農業高校の生徒が学 んで いることの発表の場 と して だ け

で な く、広 く都民 に農業高校 の教育 に理解を求 めることや、各校 が共 同作業 を通 して相 互

交流を図 る ことも目的 として いる。

実施 に当 たって は、12あ る花壇 の うち、各校で2カ 所 ずっを担 当 し、4月 はマ リー ゴー

ル ドとペチュニア、10月 はベゴニア ・セ ンパ フロー レンスを主 な花壇材料 と し、生 徒 が授

業 で栽 培 した苗を植え付 ける。 また、 デザイ ンは決 め られたア ウ トライ ンに従 って、細 部

は各校 で創意工 夫 して いる。

指導 した教 師 は、生徒の実習を観察 し、「校内での実習 よ りも緊 張感 とや る気 が 感 じら

れた。」、「いっ もは指示 に従 って行 ってい る感 じであ ったが、 この実習 では 自ら工 夫 して

行 っていた。」 と評価 してお り、生徒の主体的 な学 習態度 の育成 が図 られて いる。

また、実習 を行 った生徒 は、「花壇 といって も、ただ花 を植 え るだ けで な く、 図 に合 わ

せて植 えるので とて も苦労 を した。」、「花壇作 りを して いる人 は大 変 だ と感 じた。」 な ど

の感想を もち、勤労観 の形成 や職業理解 に も役立 って いる。

4.研 究のま とめ

調査研 究に よると、専門高校 の学習内容 が中学生 に十分 に理解 されて いない。 このたあ、 体

験入学 や学校説 明会 などの改善 充実を図 るとともに、生徒 が学習 して いる姿を通 して 、専 門 高

校の教育 の魅力 を理解 して もらうことが必要 である。

本研究 で取 り上 げた3っ の事例 は、授業 の一環 として、生徒が学校 を離 れて、幼稚園、 小学

校 、中学校、地域社 会な どの場 で、専門高校 で学んだ ことを実践 した ものであ る。
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これ らの学 習活動 は、広 く学校 や地域社会 に対 して、専 門高校 の教育 内容 にっいての理 解 が

求 め られ るとい うだ けでな く、 これを通 して、次の よ うな学習 の効果 が認 め られた。

生徒 が学 習 したことを発表 し、他 の校種 の学校や地域 の人に認 め られ ることによ り、学 習 し

た ことが定 着 し、 さ らに深 めよ うとす る意欲 が高 まった。 また、主体 的な学 習活動 を促 す効 果

が認 め られた。 さ らに、勤労観の形成 や職業理解 に もっ なが り、進路意識 を高 あ る効果 もみ ら

れた。 こ うした体験 を通 して、生徒 は専門高校 で学習 して いることの社 会的役割 を意識す るよ

うにな り、「将来 の スペ シャ リス ト」 として の自覚 を促 す契機 とな ることが期待 で きる。

<資 料1-1>高 校進学に関する進路意識調査

次の質問に答えて下さい。

1.ど のようにして本校を知 りましたか。当てはまるものすべて○をっけて下さい。

① 体験入学 ② 学校説明会 ③ 学校見学 ④ 学校案内

⑤ 中学の進路説明会 ⑥ 高校の文化祭 ・体育祭を見学 して

⑦ 進学情報誌 ⑧ 産業教育フェスティバル

2.職 業高校のよい点は何だと思いますか。当てはまるものすべて○をっけて下さい

① 専門分野の知識 ・技術が身に付けられる ② 資格取得に役立つ

③ 大学への推薦制度がある ④ 就職に有利である

⑤ 施設 ・設備が充実 している ⑥ 班に分かれた少人数の学習ができる

⑦ 実習など体験的な学習ができる

3.本 校を希望 したとき誰の影響を最 も受けましたか。一っだけ○をっけて下 さい。

① 中学校の先生 ② 親 ③ 兄弟 ④ 先輩 ⑤ 塾の先生

⑥ その他 ⑦ 誰の影響 も受けていない

4.本 校を希望 した理由は何ですか。二っ○をっけて下さい。

① 大学への推薦入学ができる。 ② 技術が身に付 く。

③ 就職に有利である。 ④ 資格が取得できる。

⑤ 学校の評判、雰囲気が良い。 ⑥ 学習内容に興味を持った。

⑦ 普通教科の勉強が苦手である。 ⑧ 知 り合いがいる。

⑨ 友人がいくから ⑩ 地理的に便利である。

⑪ 科の名称が気に入 った。 ⑫ その他

5.中 学3年 生時の進路希望はどうでしたか。番号を記入 して下さい。

(1)自 分 第一希望()第 二希望()

② 親 第一希望()第 二希望()

1普 通科2農 業科3工 業科4商 業科5そ の他

6.高 校入学 の前後でどのように変化 しましたか。当てはまるものに○をっけて下さい。

入学後入学前

(1)自 分の学科の学習内容を知 っている

② 専門教科の時間が多いと思 う

③ 専門教科の内容は難 しいと思う

(4)専 門分野に興味がある

⑤ 実習に興味がある

⑥ 実習 は小人数で学習できることを知っている

(7)学 科の学習内容が進路に役立っ

⑧ 職業資格がとれると思 う

(9)大 学 に推薦入学制度があることを知 っている

し

㍉

し

し

㌧

し

し
,
し

し

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

ま

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

7.高 校卒業後の進路について当てはまるものに○をっけて下さい。

入学前

(i)で きれば就職 したい はい いいえ

② できれば大学、短大に進学 したい はい いいえ

㈲ できれば専修学校に進学 したい はい いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

入学後

はい いいz

はい いいえ

はい いいえ
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II環 境教育の視点に立 った指導法の工夫

1研 究趣 旨

科学技術 の進展 と経済社会 の発展 により、物質 的に豊 かな生活 が営 まれるよ うにな ったが、

これに伴 って、 オゾ ン層 の破壊、野生動 植物の減少 、地球温暖化 など、地球的規模 の環境 問 題

が大 きな課題 とな って投 げか け られて いる。 このよ うな環境 問題 は 日常 の生活 に も深 く関 わ っ・

てお り、国民 一人一人 が地球的 な視野 に立 ち、思考 し、実践 しなが らその解決 を図 って い く こ

とが必 要 にな っている。

特 に、産業 技術 に直接携わ る技術者 は、技術の進歩 と社会 の発展 に貢献す るとともに、 それ

によ って引 き起 こされる地球へ の影響を常 に考 えて行動 す ることが求 め られ る。環境 問題 の解

決 に向 けて主 体的 に行動で きる能力 ・態度 は、専 門高校 で育成す る 「将来 のスペ シャ リス ト」

が身 に付 けなけれ ばな らない重要 な資質の一っであ る。

そ こで本研究 では、環境問題 の解決 に向 けて進 んで行動 で きる能力 ・態度 の育成 とい う視 点

に立 って、農業科及 び工業科 の指導内容 ・方法の工夫 ・改善 を図 ることをね らい と した。

2研 究方法

① 調 査研究

ア.調 査研究 の目的

環境教育 を推進す るための指針を明 らか にす るために、農業高校及 び工業高校において、

生徒 の環境 に関す る意識 や行動 の実態調査を行 った。

イ.調 査研究 の方法

① 環境教育 を進 め る上 で必要 な事項 を検討 し、「環境教育の構造図」を作成 した。

② 都立 の農業高校及 び工業高校 の生徒 を対象 に、「環境教育 の構造 図 」 に基 づ いて作 成

した環境観調査 を実施 した。

③ 調査結果 か ら、農業高校及 び工業高校の生 徒の環境 に対 す る意識 や行動 の実態を 明 ら

か に した。

② 授業研究

農業高校及 び工業高校 で学ぶ生徒が、専門科 目で身 に付 けた知識 や技術 を用 いて、環境 問

題 の解決 に向 けて進ん で行動 で きるよ うにす るために は、指導 内容 ・方法 を どう工 夫す べ き

か にっ いて検討 した。

3「 環境教 育の構造図」

環境 教育 を行 うたあに必要 と考 え られ るキーワー ドを検討 し、 これ らの項 目を分類 ・整理 し

図式 化 して、図1の よ うな 「環境教育の構造図」を作成 した。

図1で は、環境 を考 える際 の基軸 となる 「地球環境 」の中に、「身 の まわ りの環 境」、「自然

環境 」、「社 会環境」 をそれ ぞれ位置付 け、 その中心 に 「環境 を守 り育 て る自分」 を置 いた。 自

分の中 には、環境 を守 り育て る能力 ・態度 と して、特 に生徒 に身 に付 けて も らいた い資質 を選

び出 した。
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身の まわ りの環 境

(草 木 、 草 花 、生 き物 、 日照 、 ゴ ミ、 人 間 関 係 、省 エ ネル ギ ー 、省 資 源)

自 然 環 境

(山 、 空 、 川 、

動植物 、土壌

森林 、生 態系)

自

獣

、

や

性

)

い

蛍

識

思

膚

知

ヘ

ヘ

へ

性

力

力

感

践

察

(

実

澗

社 会 環 境

(都 市 化 、 開 発 、

文化遺産 、安 全

情報 、国際関係)

地 球 環 境

(陸 地 、 海 洋 、 大 気 、 エ ネ ル ギ ー、 食 料 問 題)

図2-1「 環境教育 の構造図」

4調 査研究

(1)環 境観調査

ア.調 査 内容

図2-1の 「環境教育 の構造図」を もとに して、55項 目の設問 を作成 した。各設 問 に対

す る回答 は、す べて 「はい」、「どちらか といえばはい」、「どち らか といえばいいえ」、 「い

いえ」 の四っ の選択肢 の中か ら選 択 させた。調査項 目は資料2-1に 示す とお りであ る。

イ.調 査対象

農業高校 ユ校、工業高校5校 合計415人 を対 象 に調査 を実施 し、有効 回答389人(農 業高

校166人 、工業高校223人)の 回収 が得 られた。

ウ.分 析 方法

分析 は主 因子 法 による因子 分析 を行 った。
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② 調査結果 と考察

ア.農 業高校 の結果

農業高校 の生徒 に対す る調査 を分析 した結果、環境観を構成す る2因 子が抽 出された。

表2-1は その結果 を表 した ものであ る。 それ ぞれの因子 にっ いて 、 因子負 荷量 が0.4以

上の ものを抜 き出 し、示 した。

第一因子 に含 まれてい る共通点 は、 自然を大切 に し、 自分の住 む地域 に愛着を もって積

極的 に生活 してい こうとす ることを望む生活態度であ る。っま り、 自然 を愛 し、心豊かで、

優 しく、積極的 に生活 しよ うとす る生徒の内面 を表 している。 この因子 を 「自然愛 を基 盤

と した心 豊か な生活 の因子」 と名付 けた。

第二 因子 は、利便優先の合理 的 な生活 を重視 した生徒 の内面を表 して いる。 また この 中

には、 自分 の生活 の便利 さや快 適 さを追求す るあま り、 そのために内面 の環境 が多少 悪 く

なる ことはか まわな いという、 自己中心 的な考 え方 が潜ん でいる。 この因子 を 「合理 性 重

視 の生活 の因子 」 と名付 けた。

表2-1農 業高校 の生徒 についての分析結果N-166

番 号 質 問 文 因子1 因子2
44 草花を大切 にしたい。 0.6288

39 プールより海や川で泳 ぎたい。 0.6196

30 緑の草花をみると気持 ちが落ち着く。 0.5945

5 学校の伝統や地域の祭を大切にしたい。 ..1..

37 水道水よりわき水や谷川の水を飲みたい。 0.5822

33 いっ も家族そろって食事 したい。 0.5344

27 ゲ ー ム セ ン ター よ り野 山 で遊 び た い 。 0.5011

40 食料が充分ある社会が続 くとは限 らない。 0.4981

52 暑 くても日当たりの良いところで遊びたい。 0.4808

50 不便でも鳥の鳴き声の聞 こえる所に住みたい。 0.4808

34 花壇作 りや空缶拾いなどの活動に参加 したい。 0.7891

45 お下が りを着ても気にならない。 0.4606

42 野生の生き物 と人間は共存できる。 0.4556

29 にぎやかな町より静かな町の方が好きだ。 0.4308

io 生活の知恵を聞けるのでお年寄 りと一緒に暮 らしたい。 0.4173

9 包装紙や広告 の紙は工夫 して使っている。 0.4143

20 家族の間では隠 し事はすべきでない。 0.4118
2 土に触 ったり、土で遊ぶのが好 きです。 0.4099

54 熱帯 ジャングルが無 くなっても生活は困 らない。 0.6189

35 生活のために古いものを犠牲にしてよい。 0.5919

36 生活のため有害な動植物を退治 してよい。 0.5247

17 生け垣よりブロック塀が好 きだ。 o.5aia
28 離島に行けるよう山を崩 し空港を作った らよい。 0.4982

51 石油を燃や して地球が温か くなると住み安い。 0.4881
48 生活のためには自動車の廃ガスはやむを得ない。 0.4729
26 ネオ ンサインが見えれば星が見えな くてもよい。 0.4645

7 日当たりが悪 くて も高いビルのあるところに住みたい。 o.4saz

6 工場の煙をみると町がいきいきとして見える。 0.4392

25 破壊 された自然も、時間が経てば元どおりになる。 0.4046

因子負荷量2乗 和 6.1162 4.8757

寄与率(%) 32.1298 21.2389

累積寄与率(%) 32.1298 53.3687
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イ.工 業 高校 の結果

工業高校 の生徒 に対 す る調査 を分析 した結果、環境観 を構成す る3因 子 が抽 出 された。

表2-2は そ の結果を表 した ものである。 それぞれの因子 にっ いて 、 因子 負荷 量 が0.4以

上の ものを抜 き出 し、示 した。

第一因子 に含 まれて いる共通点 は、便利 で快適 な生活を重視 した考 えで、その ために周

囲 の環境が多少悪 くなる ことはか まわない とい う、 自己中心的な考え方 が潜 んで いる。 こ

れは、農業高校 における第二因子 と共 通 してお り、 この因子を同様 に 「合理性重視 の生 活

の因子」 と名付 けた。

第二 因子 は、周囲の人間 や地域社会 とのかかわ り合 いを大切 に し、社会 のために役 立 ち

たい とい う気 持 ちを重視 した生徒 の内面を表 して いる。 この因子 を 「人 とのかかわ り合 い

重視の生活 の因子」 と した。

第三因子 は、高度 な科学技術 が生活 を便利 にす るだ けでな く、将来 のエ ネルギ ー問題 を

も解決 して くれ るだろ うという生徒 の内面 を表 して いる。 この因子 を 「科学技 術 に頼 った

生活 の因子」 とした。

表2-2工 業高校の生徒 についての分析結果N-223

番 号 質 問 文 因子1 因子1 因子2

26 ネオ ンサインが見えれば星が見えなくて もよい。 0.6559

48 生活のためには自動車の廃ガスはやむを得ない。 0.6545

41 栽培に農薬を使って もよい。 0.6241

24 自然の風よりクーラーの風の方が気持ちがよい。
..1
..

28 離島に行けるよう山を崩 し空港を作ったらよい。 0.5731

35 生活のために古いものを犠牲にしてよい。 0.5716

16 昔の建物より近代的な建物が好きだ。 0.5701

17 生け垣よりブロック塀が好 きだ。 0.5686

19 値段が高 くても包んである野菜や果物を買う。 0.5065

55 夜遅 くまでネオンがっいてにぎやかなのがよい。 1

51 石油を燃や して地球が温かくなると住み易い。 0.4674

7 日当たりが悪 くても高いビルのあるところに住みたい。 0.4271

18 汚れを落とすためには合成洗剤を使 って もよい。 0.4153

25 破壊された自然 も、時間が経てば元どおりになる。 0.4129

12 海にゴ ミを捨てて も問題はない。 0.5103

34 花壇作 りや空缶拾いなどの活動に参加 したい。 0.4966

10 生活の知恵を聞けるのでお年寄りと一緒に暮 らしたい。 0.4766

49 発展途上国のために何かしたい。 0.4603

33 いっも家族そろって食事 したい。 0.4593

54 熱帯 ジャングルが無 くなっても生活は困 らない。 0.4582

3 休みには博物館や美術館に行 きたい。 0.4291

6 工場の煙をみると町がいきいきとして見える。 0.4231

5 学校の伝統や地域の祭を大切にしたい。 0.4228

2 土に触ったり、土で遊ぶのが好 きです。 0.4151

15 便 利 な生 活 の た め に は コ ン ピュー タは欠 か せ な い。 0.5240

22 新幹線や高速道路は私たちの生活を豊かにする。 0.5075

21 新 しい エ ネ ル ギ ーが 石 油 に と って か わ る。 0.4690

因子負荷量2乗 和 9.1230 5.5090 2.1697

寄与率(%) 22.3654 17.2365 (3,5814

累積寄与率(%) 22.3654 39.6019 53.1833
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ウ.農 業高校 の生徒 と工業高校 の生徒 との環境観の比較

農業高校 の生徒 と工業高校 の生徒 の環境観 で共通 す るのは、農業高校 で は第二因子、 工

業高校 では第一因子 の 「合理性重視 の生活の因子 」であ る。すなわち、科学 技術の恩恵 を

受 けて 、便利 で快適 な生活 を重視す る考え方で、 この根底 に は、周 囲の環境 の保護 よ り も

自分の生活 を優先す る生 き方 が潜 んでいる もの と思われ る。

次 に、農業高校 の生徒 の環境観 には、第一因子で ある 「自然愛 を基盤 と した心豊か な生

活 の因子」 で表 され るように、 自然 の恵 みを受 け自 らも心 豊か にな ろうとい う意識が強 い。

これは、工業高校 の生 徒に はみ られない傾向 である。 日頃、 自然や生 き物 に触 れる機 会 が

多 く、 これ らに対 す る感性 が豊 かにな っている ことが こ うした環境観 を生み 出 して い る と

考 え られ る。農業高校 の生徒 が重視 す る 「自然愛を基盤 と した心豊 か な生活」 と 「合理 性

重視 の生活」 は、現 在の地球環境 問題 を考 えるときに、相 反す る矛盾をかかえて いる。 よ

り便利 な生活 を望 めば望 む ほど、 これまで以上 にエネルギーや資源を消費 し、 そ こか ら発

生す る副産物 は地球 環境 を破壊 して いくことにな る。 このよ うに便利で物質的 に豊 か にな

ることと、環境 を守 ることとの両 方を求 あ るには努力 が必要 である ことに気付 きなが らも、

便利 な生活 を望 んで いることが、生徒 の環境観 に表 れて いる。

一方 、工業 高校 の生徒の環境観 に は、農業高校 の生徒以上 に 「合理性重視 の生活」 を 強

く求 め る傾 向があ る。 これ にっ いて は、第三因子 である 「科学技術 に頼 った生活 の因子 」

に表 され るよ うに、 より高度な科学技術 が生活 を便利にす るだけでな く、将来のエネルギー

問題 を も解決 して くれ るで あろうという安易 な考 え方 を示 して いる。 また、第二 因子 であ

る 「人 とのかかわ り合 い重視の生 活の因子」 に示 され るよ うに、周囲 の人 間を大切 に し思

いや る気持 ちが強 く、進んで社会 に貢献 しよ うとす る態度 が うかがえ る。工業高校 の生 徒

は、 こう した思 いや りや社会 に役立 とうとす る気持 ちがあ りなが ら、利便性 や快適 さを重

視 す るあ ま り、科学技術 に依存す る傾向が強 く、 自然 や生 き物 などの環境 を大切 に しよ う

とす る気持 ちが十分 に育て られてい ないことが、生徒 の環境観 に表 れている。

5環 境教 育を推進 するための指針

調査結果 か ら、環 境教育を推進す るための指針 を検討 した。 その結果 は以下の とお りである。

① 便利 で快適 な暮 らしは、資源 ・エ ネルギーの消費 や環境破壊 などの環境へ の影響 を少 な

か らず及ぼ して いることに気付 かせ、 これ らにっいての正 しい知識を身 に付 けさせ る。

② 一 人一 人が環境 を守 り育て る主 体者 であ ることを自覚 し、進んで行動 しよ うとす る態度

を育 て る。

③ 特 に工業高校 で は、身近 な 自然 や生 き物 に触 れ る体験を通 して、環境 に対す る豊 か な感

性 を育 て る。

6授 業研 究

以上 の調 査研究 で得 られ た生 徒の環境観 と、環境教育 を推進す るための指針 を もとに授 業 研

究 を行 った。工 業高校 の生徒 は、 自然 や生 き物 などの環境 を大切 に しよ うとす る感性 が十 分 に

育 っていない とい う調査結 果を踏 まえて、本研究 では、工業高校 での事例 を取 り上 げた。
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(1)化 学系学科 での実践

ア.科 目 「課 題研究」

イ.テ ーマ 「廃 プラスチ ックの油化」

ウ.題 材 「プ ラスチ ックの油化 と環境問題」(2時 間)

エ.ね らい

「課題 研究」 は専門的な知識 と技術 の深化、総合化を図 るとともに問題解決 の能力 や 自

発的、創造的 な学習態度を育て ることを目標 として いる。

本 テーマを設定 して いる生徒 は、廃 プ ラスチ ックを熱分解 によ って油化 す る実験 を中心

に学習 して い る。本時 では以下 のことを学習 のね らいと した。

① プ ラスチ ックの油化技術 を利用 した リサイクルの有効性 と問題点 を探 る。

② 環境 問題 に関す る諸要素 は相互 に関連 し、複合 して いて解決 が難 しいことを認識す る。

③ 環境問題 に対す る関心を高 め、環境 を思 いやる心を培 う。

オ.教 材 と学習 の展 開

① 本時導入時 で、環境問題 に対す る生徒 の意識 を高 あるたあ に、「エ コチ ェ ックシー ト」

(資料2-2参 照)を 用いた 「コンセ ンサス実習1)」 を行 う。

② 講義 や他 の グループの発表 などを聞いた後 、意識 の変化を確認す るたあに、再 び同様

のエ コチ ェックシー トを用 いた活動 を行 う。

③ 最後 に、「ふ りかえ りシー ト」(資 料2-3参 照)を 用 いて、 自己の授業へ の参加 態 度

を振 り返 り、 自己評価 させ る。

カ.学 習指導案

指導内容 教師の活動 生徒の活動 評 価 教 材

導 環境問題に対す エ コ チ ェ ッ ク シ ー 班 ご とに議論 し、 エ コ チ ェ ッ ク シ ー エ コ チ ェ ッ

る意見交換 トの説 明及 び話 し 順位 と理由 につ い トの順 位 を っ け、 ク シ ー ト

入 合 い にっ いて の ア て の意見を ま とめ またその理 由 を考
ドバ イ スを行 う。 る 。 さ らに、 各 班 え る こ とで 自分 の

Za の結果 を発表 して 意見 に意 味付 けが
分 意見 を交換す る。 で き るか 。

プ ラ ス チ ッ ク油 あ らか じめ準備 し 実際 に廃プ ラスチ ッ プラスチッ

化の演示実験 ておいた演示実 験 クが熱 分解 されて ク油化装

展 を行 う。 い る と こ ろを 見 る 置
ことで課題意識 が

高 ま っ たか 。

環境問題相互の 油化 によ りで きる 互 いに意見 を出 し 電力の消費量 と油

開
関連性 と複合性 油 の量 と、 それ に

要す る電力 との関

合い簡単 な相 関図
を作 る。油化 とい

化 してで き る油 の

量 の非合理性 に気

係 を説 明 し、 こ の う1っ の 問題 か ら 付 き、 さ らに 他 の

ほかの関連要 素 を で も、 これ だ け多 環境問題 とのか か

考 え させ る。 くの要素 が関連 し わ り合 い に つ い て

て いることを確認 考 え始 あ た か 。

60 し 合 う 。

分

‐is‐



環境問題に対す エ コ チ ッ ェ ク シ ー 班 ご とに も う一 度 環境問題 に関 す る エ コチ ェ ッ

る意識の変化 トを配 布 し、 再 び 前 と同 じよ うに話 諸要素の関連性 と ク シ ー ト

同 じ活動を行 うよ し合 い 、結 果 を ま その解決 の難 しさ
うに指 示 す る。 と め る 。 を知 る こと に よ り

考え方 に変化 が み

られ たか 。

これか らの環 境 結論を出 させ るの エ コ チ ェ ッ ク シ ー 環境問題を断片的

ま 問題 で はな く、 疑 問 を トの結果 を発表 し に と らえ るの で は

投 げか けることで 1回 目 と比 べ て ど な く、諸 要素 の関

と 生徒の環境に対す う変化 したか を確 連 の中で考え るよ
る意識 を高 め る。 認 し合 う。 う に な っ た か 。

め

生徒 による 自己 「ふ りか え り」 を 「ふ りか え り」 に ふ りか え
20

分
評価 す ることで今 後 の

学習 の目標 を もた

よ り、 自己の授業
への参加態度 を確

り シ ー ト

せ る 。 認 した か 。

※本 時終 了後、 ア ンケー ト調査 を実施 。本時 の感想を まとめた作文を後 日提 出。

キ.評 価

① 班 ごとの話 し合 いの様子 を観察 し、話 し合 いにお ける熱意 や意 欲、主体性、創造性 な

どをみ る。

② エ コチ ェックシー トに記入 す るときの態度、順位の付 け方、その理 由 につ いて の考 え

方 をみる。

③2っ のエ コチ ェックシー トを比較 し、環境 に対 す る意識 の変化 をみ る。

④ 振 り返 りシー トによ る自己評価、実施後の ア ンケー ト調査 、実 習の まとめ と して提 出

す る作文 などを通 して、環境問題 に対す る認識、環境 に対 す る責任感 、協調性 、公共 心

などの変化 をみ る。

ク.授 業後の生徒 の感想(作 文 よ り)

生 徒の作文か ら代表的 な ものを取 り上 げ ると、次 のよ うな ことを感想 として もって いる。

「今 日の授業 で話 し合 いに参加 して、みん なそれぞれに環境 の ことを考 えて い るのだ とい

うことを感 じ、少 し驚 いた。 また、環境 問題 は、 自分 が考えて いた ものよ りも単純 な もの

ではな く、それぞれが関連 し合 ってい るので解決が難 しいと思 った。 しか し、 自分 な りに

考 えて行動 して いきた いと思 う。」

ケ.事 後 のア ンケー ト調査 の結果

授業実施後 に資料2-4の よ うなア ンケー ト調査 を行 った ところ、図2-2に 示す よ う

な3っ の タイプが特徴的 であ った。

タイプAの 生徒 は、話 し合 いにあまり参加 で きず、学習 内容 もあ る程度 しか理 解で きな

か ったが、環境 問題の解決 に向 けて実践 してい こうとす る意欲が高 まってい る。

タイプBの 生 徒 は、学 習内容が ほぼ理解 で きている し、話 し合 いに も積極的 に参加 して

い るが、環境 問題 には関心が高 まらず、その解決 に向 けて実践 して い く意欲が湧 いて きて

いない。

タイプCの 生徒 は、話 し合 いに も積極的 に参加 し、学習内容 もほぼ理 解で きて お り、環

_17_



〈資料2-4>授 業及び環境問題に関するアンケー ト

次の質問について該当する番号に○をっけなさい。

いいえ ふっう はい

12345

(1)廃 プラスチ ックの油化の原理が理解できている。

② 環境問題相互の関連性、複合性 と解決の難 しさが理解できた。

③ 省エネ技術(廃 プラスティックの油化以外)に どのようなものがあるか知 っている。

(4)環 境にやさしい技術(廃 プラスティックの油化以外)に どのようなものがあるか知 っている。

⑤ 人にやさしい技術(廃 プラスティックの油化以外)に どのようなものがあるか知っている。

⑥ 話 し合いに参加できた。

(7)自 分の意見が言えた。

⑧ 授業がおもしろかった。

⑨ 環境問題や省エネについて関心がある。

(10)環 境の保護や省エネにっいて実践 している。

QU環 境破壊や省エネに多少反 して も便利な生活の方がよい。

㈱ 環境問題と便利さとは相反する。

㈱ 将来、環境問題や省エネは技術で解決できる。

α心 環境の保護や省エネにっいて、これからも考えていきたい。

⑮ 環境の保護や省エネを、これからは自分なりに実践 していきたい。

授業 へ

の参加

と、学

習内容

の理解

環境問

題への

関心 と

実践

3

8

7

話 し合いに参加できなかった
が、ある程度内容は理解でき

た。

10

14

9

11

13

ユ5

環境問題に関心があり、今後

も実践する意欲が高まった。

〈 タイプA>

2

3

i

8

7

6

話 し合いに積極的に参加 し、

授業内容 はほぼ理解できた。

10

14

ii

13

15

環境問題への関心が低 く、実

践 していく気 もない。便利な
生活を望んでいる。

〈 タイプB>

2

3

8

7

授業への興味はわかなか った
が、話 し合いに積極的に参加

し理解できた。

io

14

ii

13

15

環境問題に興味はあったが普

段実践 していなかった。今後
は実践 したい。

〈タイプC>

図2-2資 料2-4の 調 査 結 果
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境問題 に興味 を示 し、実践 してい こうとす る態度 がみ られ る。

タイプAとCは 、環境 問題 に対す る関心 や環境問題の改善の ために実践 を しよ うとす る

態度 がみ られ る。また、授業 で はあま り目立 たなか ったタイプAの 生徒 も内容 をあ る程 度

理解 し、環境 問題 の改善 に向けて課題意識が高 まって いることが確認 で きた。

コ.結 果

① 導入 でエ コチ ェックシー トを用いた活動 を行 ったことで、普段の授業 よ り活発 な発言

が み られ、真剣 な議論 が展開 で き、生徒 は授業 に積極 的 に取 り組 んで いた。 とりわけ、

普段 あ まり目立 たな い生徒 も積極 的に参加 して いた。

② エ コチ ェ ックシー トを用 いた活動 を二度行 ったところ、1回 目と2回 目とで は異 な る

結果 が得 られた。 これ は、本授業 の講義や討議 を通 して、生徒 の環境 に対す る意識 が変

化 した ことを示 す ものであ る。

③ ふ りかえ りシー トを用 いて自己評価 を行 うことは、 自 らの活動 を振 り返 る機会 とな っ

て い る。 これによ り、 自らの学習態度を 自 らの意 志で改善 しようとす る態度を育て る こ

とが期待 で きる。

④ 授業後 に行 った ア ンケー ト調査 を分析 した ところ、環境問題 に対 す る関心 や環境 問題

の改善 のために実践 を しよ うとす る態度が育 って きて いることが分 か った。 しか し、知

識 では理解 していて も実践 しよ うとす る意欲 にはっ なが って いない生徒 もお り、 これ ら

の生徒 に実践的態度 を身 に付 けさせ る ことが課題 であ る。

② 電気 ・電子系学科 での実践

ア.科 目 「通信技術」(旧 課程 「電子技術II」)

イ.単 元 「有線通信」

ウ.題 材 「電話機」(1時 間)

エ.ね らい

① 電話機 におけ る多機能化、便利 さの追求、 モデルチ ェ ンジの速 さな どの技 術 の進 歩 に

伴 う資源 ・エネルギーの消費 などの環境 への影響 を考 え させ る。

② 消費者 のニーズや省 エネルギー ・省資源 などを考慮 しなが ら、技術者 はどの よ うな理

念 に基づ いて製品開発 を行 った らよいかを考 え させ る。

③ これ らにつ いて、 自由に討論す る機 会を設 け、 自分 の意見 を明確 に表現 で きるよ うに

す る。

オ.学 習指導案

指導内容 教師の活動 生徒の活動 評 価 備 考

導
入

電話機の基本機能
の確認

前回 のま とめを板

書 し確認 す る。

展

多機能電話の機能
とその技術

板書 して機能 を分

類 す る。
多機能電話 の機 能
につ いて 自由 に意

見を出 し合 う。

様 々な機能を上 げ

その使用方法 な ど
について積極 的 に

話 合 ったか。
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開

多機能電話の機能
の有効性

多機能電話 の消費

電力 な どに も振 れ
て、理想的 な電 話

は何かを考 え させ

繕篠 騰鐵馴
討 論 す る。iも ったか 。

30分
1

る 。 }刷
ま

と[

多機能電話 の3大3大 機能 の確認。

朧(基 本機能・離 讐酪 騨

塁嚇 議 謝wの 勧 を消費す
の確 認 る こ とや 、 テ レ ビ

の リモ コ ン待 機 用

家庭用品における[1
電力消費 の ロスにii
つ いて気付 かせ るii

i「

110州

1 電 力などにっ いて 1

め1
説 明 し、技術者 が

どのよ うな理念 で ll

1

製品 を開発す べ き

かを考え させ る。
i

i

I

il
_」___」

カ.評 価

① 話 し合 いに積極的 に参加 し、 自分 の意見を はっきりと言 えたか。

② 電話機の多機 能化や便利 さの追求 と、 それ によって伴 う資源 ・エネルギ ーな どの環 境

への影響 にっ いて理解 で きたか。

③ 授 業後の 自己評 価を通 して、環境 に対 す る意識 の変化 がみ られたか。

キ.事 後の ア ンケー ト調査 の結果

〈資料2-5>授 業及び環境問題に関するアンケート

次の質問について該当する番号に○をっけて下さい。

いいえ ふっう はい

12395

(1)電 話機の基本機能は理解できている。

(2)電 話機の付帯機能について理解できた。

㈲ 省エネ技術(電 話機以外でも可)に どのようなものがあるか知っている。

(4)環 境にやさしい技術(電 話機以外でも可)に どのようなものがあるか知っている。

{5)人 にやさしい技術(電 話機以外でも可)に どのようなものがあるか知 っている。

(6)話 し合いに参加で きた。

(7)自 分の意見が言えた。

⑧ 授業がおもしろかった。

⑨ 環境問題や省エネについて関心がある。

X10)環 境の保護や省エネにっいて実践 している。

"1)環 境破壊や省エネに多少反 して も便利な生活の方がよい。

働 環境問題 と便利さとは相反する。

Q3)環 境問題や省エネは技術で解決できる。

ω 環境の保護や省エネについて、これからも考えていきたい。

q5)環 境の保護や省エネを、これからは自分なりに実践 していきたい。
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…

ξ 感 圭iユ

授業へ
、、 誌 ・

/!

2
、

、

蝕

z 、/憲
民 、

z
マ

!

//

の参加
【 1

と、学

習内容
3

.総 ＼
＼ 慧ン/ 6

〆〆3＼ 6

モ

//

3＼

、

§ ・.
6

の理解
8

進んで話 し合いに参加できな
かったが、授業内容 は理解で

きた。

8

授業には興味を示さなかった
が、話 し合いに積極的に参加

し、理解 した。

8

話 し合 いに参加 し、基本事項
はほぼ理解できたが、省エネ

技術等 は分からない・t

ト環境 問

題へ の

関心 と

実践

10

14

Q

り
一

15

11

13

環境問題にある程度関心があ 環境問題に関心がなく、実践 環境問題に関心があり、これ

り、進んで実践 していきたい する気 もない。技術による解 からは自らで実践 してみたい
が、技術による解決 も期待。 決を期待 し便利な生活を望む と思 う。

〈タイプA><タ イプB>〈 タイプC>

図2-3資 料2-5の 調 査 結 果

授 業 実 施 後 に資 料2-5の よ うな ア ンケ ー ト調 査 を行 った と ころ、 図2-3に 示 す よ う

な3っ の タイ プ の特 徴 が み られ た。

タイ プAの 生 徒 は 、話 し合 い に は あ ま り参 加 で きな か った が 、学 習 内容 を理 解 し、 環 境

問 題 の解 決 に あ る程 度 関 心 を 示 し、 進 ん で 実践 して い こ う とす る意 欲 が み られ る。

タ イ プBの 生 徒 は、 学 習 内 容 を理 解 し、 話 し合 いに も積 極 的 に参 加 して い るが 、 環 境 問

題 に は関 心 を示 さ ず 、 そ の解 決 に向 けて 実 践 して い こ う とす る意 欲 も高 ま って いな い。

タ イ プCの 生 徒 は、 話 し合 い に も積極 的 に参 加 し、学 習 内容 もあ る程度理 解 で きて お り、

環 境 問 題 に関 心 を 示 し、 実 践 して い こ うとす る態 度 が み られ る。

ク.結 果

電 話 機 等 の教 材 を通 して 、 省 エ ネ ルギ ー や省 資源 にっ い て考 え させ た が、 ア ンケ ー ト調

査 の 結 果 をみ る と、 多 くの生 徒 は環 境 問題 の 大切 さを認 識 しっ っ も、 技 術 に よ る解 決 を 望

み 、 便 利 さを 優 先 して い る こ とが 分 か る。 ま た 、環 境 問 題 を知 識 と して は理 解 で きて い て

も、 そ の解 決 に向 けて 実 践 して い こ うとす る態 度 が み られ な い生 徒 もい る。

本 時 で 、 エ ア コ ンや テ レ ビ等 の リモ コ ンの待 機 電 力 につ いて は、 「い っ も電 力 メ ー・タ ー

が 回 って い る」 等 の意 見 が だ され 、 関心 を 示 して い る生 徒 が い る。 こ の こ とか ら、 本 時 の

よ うな身 の まわ りの事 象 を もと に エ ネ ルギ ー の大 切 さ に気 付 か せ る な ど 、環 境 問題 に っ い

て 考 え る機 会 を もたせ る ことが 大 切 で あ る。
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7研 究 のまとめ

環境観調査 による と、農業高校 の生徒の環境観 は、「自然愛 を基 盤 と した心豊 か な生活 」 を

求 ある一方 、それ とは相反す る便利で快適 な 「合理性重視 の生活」 も望んで いる。一方 、工 業

高校 の生徒 は、「合理性重視 の生活」 や 「人 とのかかわ り合 い重視 の生 活」 を望 ん で い るが、

科学技術 に依存 して便利 さを求 めるあまり、自然 や環境を大切 にす ることはあ まり重視 して い

ないことが分か った。

これ らの環境観を もとに、便利で快適 な暮 らしは、環境への影響 を少なか らず及ぼ して い る

ことに気付 かせ、 これ らにっ いて の正 しい知識 を身 に付 けさせ ることや、一 人一 人が環境 を守

り育て る主体者で ある ことを 自覚 し、進 んで行動 しよ うとす る態度 を育 て ることな どに視点 を

置 いて事例研究 を行 った。

二っ の事例研究で は、環境問題 に関す る諸要素 は相互 に関連 していて解決 が難 しい ことを理

解 させ ることや、技術の進 歩に伴 う環境 の影響を考え させ ることなどをね らい と して工業高 校

にお いて授業を実践 した。その結果 、身 のまわ りの ことを題材 として互 いに意見 を交換 す るこ

とによ り、環境問題 に対す る関心やその解決 に向 けて実践 しよ うとす る意識 が高 ま った。 しか

し、環境問題を知識 と して理解 していて も、科学技術 によ る解決 を求 め、あ くまで も便利 さや

快適 さを求 める傾向が強 く、進 んで実践 して いこ うとい う意欲 までは十分 に高 ま らな い生 徒 も

いた。

今後 は、農業科 ・工業科 の特色 や地域 の特徴を生 か した環境教育 の教材 を開発す る ことや、

ボ ラ ンテ ィア活動 、勤労体験 的学 習などと関連付 けて、環境教育 に対す る実践的態度 を身 に付

けさせ る ことなどが課題であ る。

注1)"ン セ ンサ ス実 習 とは 、一 っ 一 っ の 事柄 に つ い て個 人 決 定 の後 、 グ ル ー プ の各 メ ンバ ー

の コ ンセ ンサ ス(全 員 の合 意)に よ る集 団決 定 を行 う もので あ る。 これ に よ って 自分 の

もの の見 方 、考 え方 、人 生 観 、 価 値 観 に気付 く とと もに、 自分 の考 え を 変 え る こ との 難

しさや 自分 が 他 の メ ンバ ー に与 え る影 響 を理 解 し、他 の意 見 を 尊 重 す る態 度 を身 に付 け、

その 中 か ら効 果 的 な 問題 解 決 の方 法 を探 る。

コ ンセ ンサ ス実 習 に お け る学 習 の 展 開 は次 の よ うに な る。

1.個 人 決定

2.グ ル ープ で の集 団 討 議 と決 定

3.集 団決 定 の発 表

4.ふ りか え り
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〈 資 料2-1>環 境 観 調 査

調査のお願い

この調査 は地球環境について、今君たちがどのように思 っているかを調べ、これか らの学校における授業に役立

てようとするもので、成績には全 く関係ありません。またこの調査に答えることで君たちの個人情報が漏れ ること

は全 くありません。安心 して答えて下さい。

回答の意味 ・・4321の うち、自分の気持ちに一番ちかいもの一っにマルをっけて下さい。

番号の意味 ・・4、 「はい」3、 「どちらかと言えばはい」2、 「どちらかと言えばいいえ」1、 「いいえ」

番 号 質 問 文 回 答

1 きれ いな色 のお菓子 が好 きだ。 4 3 2 1

2 土 に触 った り、土 で遊ぶ のが好 きです 。 4 3 2 1

3 休 みには博物館 や美術館 に行 きたい。 4 3 2 i

4 道路掃除に地下水を利用すればよい。 4 3 2 1

5 学校 の伝統 や地域 の祭を大 切に したい。 4 3 z 1

6 工場 の煙 をみ ると町がい きい きとして見える。 4 3 z 1

7 日当た りが悪 くて も高い ビルのあ るところに住 みたい。 4 3 2 i

8 人間 は どんな環 境で もい きて行 ける。 4 3 z 1

9 包装 紙や広告 の紙 は工夫 して使 ってい る。 4 3 2 1

10 生活の知恵を聞 けるのでお年寄 りと一 緒に暮 らしたい。 4 3 Z 1

11 世界人口が増えて も工夫すれば食べて行 ける。 4 3 2 1

12 海に ゴ ミを捨てて も問題 はない。 4 3 2 1

13 工業用水や生活用水に川の水を利用すると良い。 4 3 2 1

14 友達が ゴ ミを捨て るとす ぐに注意す る。 4 3 2 1

15 便利 な生活の ためにはコ ンビ3タ は欠かせな い。 4 3 2 1

16 昔 の建物 よ り近代的 な建物 が好 きだ。 4 3 2 1

17 生 け垣 よ りブロ ック塀 が女子きだ 。 4 3 2 1

18 汚 れを落 とすためには合成洗剤 を使 ってもよい。 4 3 2 1

19 値段 が高 くて も包 んである野菜 や果物 を買 う。 4 3 2 i

20 家族 の間 では隠 し事 はすべきでない。 4 3 2 1

21 新 しいエネルギーが石油 にと ってかわる。 4 3 2 i

22 新幹線や高速道路は私たちの生活を豊かにする。 4 3 z 工

23 身の回 りには必要 のないニ ュースや情報 が多 い。 4 3 z 1

24 自然 の風よ りクー ラーの風の方 が気持 ちがよい。 4 3 2 1

25 破壊 された 自然 も、時間が経てば元 どお りになる。 4 3 2 i

zs ネオ ンサイ ンが見えれば星が見えな くて もよい。 4 3 2 i

27 ゲー ムセ ンター より野山で遊びたい。 4 3 a 1

28 離島に行け るよ う山を崩 し空港を作 った らよい。 4 3 z i

29 に ぎやかな町よ り静かな町の方が好 きだ。 4 3 2 1

30 緑の草花をみ ると気持 ちが落 ち着 く。 4 3 2 i

31 物や ゴ ミが ちらば って いて も気 にな らない。 4 3 2 i

32 電気や水道 は無駄 にして いな い。 4 3 2 i

33 いっ も家族 そろって食事 した い。 4 3 z 1

34 花壇作 りや空缶拾 いな どの活動 に参加 したい。 4 3 2 1

35 生活のたあ に古 い ものを犠牲 に して よい。 4 3 2 1

36 生活のため有害な動植物を退治してよい。 4 3 z 藍

37 水道水 よりわ き水 や谷川 の水を飲み たい。 4 3 z i

38 陸地の気候 は海 の影響 を受 けて いない。 4 3 2 i

39 プールよ り海や川 で泳 ぎたい。 4 3 2 i

40 食料 が充分 ある社会が続 くとは限 らない。 4 3 z i

41 栽培 に農薬 を使 って もよい。 4 3 2 i

42 野性 の生 き物 と入間 は共存 できる。 4 3 z 1

43 自分 の住ん でいる地域 が好 きだ。 4 3 z 1

44 草花 を大切 に したい。 4 3 2 1

45 お下 が りを着 て も気 にな らない。 4 3 2 i

46 山林 は開発 して有効 に利 用 したほ うがよい。 4 3 z 1

47 近 くの川 にホ タルが住 め るよ うにす るのは無理。 4 3 2 正

48 生活 のためには自動車 の廃 ガス はやむを得 ない。 4 3 2 i

49 発展途上国 のために何か したい。 4 3 2 1

50 不便 で も鳥 の鳴 き声の聞 こえ る所に住みたい。 4 3 2 1

51 石油を燃 や して地 球が温か くな ると住み易 い。 4 3 2 i

52 暑 くて も日当た りの良 いところで遊びたい。 4 3 2 i

53 い らな くな った雑誌類 は捨て る。 4 3 2 1

54 熱帯 ジャ ングルが無 くなって も生活 は困 らない。 4 3 2 1

55 夜遅 くまで ネオ ンがっ いて にぎやかなのがよい。 4 3 z i
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〈 資料2-2>エ コ チ ェ ック シー ト

エ コチ ェ ッ ク シー トは、 下記 の よ うに環 境 問 題 に関 す る事項 に っ い て一 定 の メ ニ ュ ーを 設 定

し、生 徒 に そ の 中 で の重 要度 の順 位 を付 け させ 、 そ の理 由 を記 入 させ る もの で あ る。 この ワ ー

ク シー トを も とに個 人 決 定 した後 、 グル ー プ内 で 発表 し合 い討 議 す る こ とに よ って グル ー プ 内

の合 意 を得 る ・次 に 、各 グル ー プ ご との合意 事項 を全 体 で発 表 し、 話 し合 い を深 あ て い く。

エ コ チ ェ ッ ク シー ト

私 た ち人 間 は、 生 きて い る限 り、 何 らか の形 で環 境 に影 響 を 与 え て い ます 。 次 に あ げ る

5っ の項 目 は 、私 た ち な りに身 近 な と こ ろで実 行 で きる エ コ ラ イ フの メ ニ ュ ー表 だ と考 え

て 下 さ い。 あ な た が重 要 だ と思 う項 目か ら順 番 に、1、2・ ・5と 順 位 を っ け、 そ の 理 由

を 書 いて 下 さ い。

メ ニ ユ ー 重 要 度 そ の 理 由 は ・ ・

農薬 を使用 しない

な るべ く車 を使用せず電車 な どに乗 る

プ ラスチ ックや紙製の使 い捨 て食器類 は使わ ない

ア ル ミ缶 を リサ イ ク ルす る

風 呂の残 り湯(水)を 再利用す る

〈 資料2-3>ふ りか え りシー ト

ふ りか え り シー トは 、話 し合 い に積 極 的 に参 加 し、 自分 の意見 を主 張 で きたか 、他 の メ ンバ ー

の意 見 を尊 重 で きた か 、集 団 の コ ンセ ンサ ス は得 られ たか 、 な ど にっ いて 自 己評 価 す る こ とで

次 の授 業 へ の 目標 を もた せ る もの で あ る。

1

(1}

(2)

(3)

2

ふ

この実習の中で、 あなたは

自分の意 見を

全然主張で きなか った

自分の感情 を

全然表 出で きなか った

メ ンバーは互 いに

全然聴 き合 ρていなか った

り か え り

1234567

L-L」 一 一L-L -⊥ 一」 十 分 主 張 で き た

1234567

L-⊥ 一 一L-⊥ 一」 一一⊥一」 自由 に表 出 で き た

1234567

L-L-⊥ 一⊥ 」 一一⊥一」 よ く聴 き合 っ て い た

自分 の意見(個 人決定)を 変え るまた は変 えない時、他の メ ンバ ーに対 して どの よ う

な感 じを もち ま したか

3意 見(個 人 決 定)の 変 更 で 印象 に残 った の は

4よ い意 味 で の妥 協 が で き るた め に、 ど の よ うな こ とが必 要 だ と思 い ます か 。

5そ の他 、感 じた こ と、 気付 い た こと、 学 ん だ こ と は
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